
様式第３

　令和７年自転車指導啓発重点地区及び路線 稲沢警察署

重傷事故発生場所

自転車指導啓発重点地区

凡 例

自転車事故密度分布
高低

管内

R4.1
～R6.10 重傷事故 死亡事故

区分

自転車関連事故 28240 1

自転車事故件数

稲沢警察署

Ⓐ 【重点地区】

選定理由

高校や大学等に自転車で通学する学生が多く、一時不停
止や無灯火、携帯電話使用等のルール違反が目立ち、自
転車事故が多発しているため。

稲沢公園前交番管内

Ⓑ 【重点地区】

選定理由

下津交番管内

ＪＲ稲沢駅を利用する通勤通学や、リーフウォーク稲沢
への買い物の自転車による指定場所一時不停止や右側通
行等のルール違反が目立ち、自転車事故が多発している
ため。

死亡事故発生場所

この地区でよく見られる自転車利用者の違反形態

➢ 歩道で徐行や一時停止をしない

➢ 携帯電話を使用しながらの運転

➢ 無灯火

➢ 右側通行

選定理由

Ⓐ

Ⓑ

Ⓐ

Ⓑ

ＪＲ稲沢駅

リーフウォーク

稲沢

愛知啓成

高校

名古屋文理

大学


